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① 子ども達の集中力と発想力に������������������� 
  参加してくれた子どもたちが真剣な表情で自分の考えを形にしようとする姿は、我々も見習いた 
 い姿勢でした。米工生もやりがいを感じることができたと思います。ありがとうございました。 

 
② 米工生も頑張りました������������������� 
  米工生１人に対して、複数の子ども達を相手にする場面も多くありましたが、どの生徒も丁寧に 
優しく説明をしている姿が印象的でした。また、子ども達に任せるときと、サポートを行うときの 
バランスを上手に取っていると感じました。 

  
以下は、ボランティアとして参加してくれた生徒の感想です。 
 
「午後からの参加でした。ネジロボットの作り方を理解して、それを子供達に教えることは 
 楽しかったです。」 
 
「集客効果を狙い特徴的な被り物をつけて臨みましたが、予想以上のお客さんが来てびっくり 
 しました。今回の体験を通じて少しでも、ものづくりに興味を持ってくれれば嬉しいです。」       
                       
「今回ねんりんピックのイベントに参加して、小さな子たちとふれ合うことができ、自分自身 
も楽しく過ごすことができました。その中で小さい子でも分かるように説明することはとても 
大変で、苦労しました。それでも子どもが喜ぶ姿を見ると、やって良かったなと感じました。 
こういった経験はなかなかできないと思うので、積極的に参加して良かったと思いました。」  
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 

  

 Makers 

１０月２０日（日）に、弓ヶ浜公園で「ねんりんフェスタin米子」が開催されました。 
本校からはモノづくり教室として、「木工ブロックでの製作」、「ネジロボットの作製」を 
行いました。 

 


